
11産業能率 （２０１7.5・6月号）

　著者略歴をご覧になり、当欄としては異質な印
象を持たれた方もおられるかと思います。評者
も、日経ビジネスオンラインで、（“常識”からか
け離れた意見を口にすることで“炎上”することの
多い）筆者の考え方を取り上げた記事1を読まな
ければ、この本に巡り合っていなかったと思いま
す。
　この記事での「向かい風のある方が、無風状態
よりも良い」というコメント、インターネット上
での絵本制作に関する批判コメントをリツイート
して販売サイトのＵＲＬを貼り付け、その日だけ
で数百冊の販売につなげるなど、柔軟かつ斬新な
思考、対応を示すエピソードに関心を持ち、ビジ
ネスに活かせる点が多いのでは…と買い求めたの
が、今回取り上げる本です。
　著者は、いわゆる“芸人”ですが、プロとして10
点を60点にしたところで需要はなく、70点を120
点に伸ばせるところに注力すべきと考え、自分の
勝てる分野に特化し、テレビの“ひな壇”に並ばな
い、うそをつく可能性があるからグルメ番組に出
ないなど、ポリシーを持ち活動しています。ま
た、距離の離れたいくつかの点でプロとなること
で仕事や信頼の幅が広がるとの視点から、「お笑
い」のみならず、絵本制作やイベント企画、学校
や街づくりなど、様々な活動をしています。いわ
ゆる“選択と集中”を見事にこなしています。
　本書では、４章立てで43のテーマを取り上げて
います。内容的には、テレビ番組の演出に関する
ものもありますが、企画、資金調達等に関するも
のも多く、幅広い内容となっています。
　例えば、大きな問題となっていた渋谷でのハロ
ウィンパーティー後のゴミ問題では、ゴミがない
と成立しないイベント（ゴミ拾いイベントととも
に、そのゴミを素材としたアート作品制作）の開
催という解決策を企画、実行しています。しか
も、“アンチ西野”派がイベントを邪魔すべく、イ
ベント前にゴミを拾うという、結果として著者を
手助けするような現象も起きたそうです。
　信用の積み重ねがクラウドファンディングでの
資金調達を容易にするというテーマでは、１日50

円で様々な依頼を請け負う（実際には、50円では
…と、昼食、夕食等も提供する人が多いそうです
が）人が、企画の度にクラウドファンディングで
の資金調達を試みると、それまでに仕事を依頼し
てきた人々から多くの支援が集まったとの事例を
紹介しています。また、著者自身も、個展開催時
にお客さんの様々な要望に無償で対応した後、絵
本の制作費を集めるクラウドファンディングを立
ち上げ、個展に来た多くの人から、ラスト３時間
で300万円を集めたとのことです。
　５千部売れたらヒットと言われる絵本の制作に
際しても、（通常よりもコストアップとなる部分
を）クラウドファンディングで得た資金でカバー
して、クラウドソーシングで集めたクリエイター
35名による完全分業体制で“世界の誰も見たこと
がない”絵本作りに取り組み、また、既存サイト
では発売の３ヶ月前からしか予約できないことか
ら、予約サイトも自ら作り、３ヶ月前には1800冊
の予約を得るなど、常識にとらわれず取り組んで
います。そうしてできあがった『えんとつ町のプ
ペル』は、販売冊数27万部を突破しています。
　このほか、絵本の販売では、無料開催する原画
展の“おみやげ”と位置づけて、購入する必要性、
動機を高め、数千冊の販売につなげてもいます。
　インターネットの活用では、「多くの人に一斉
にアプローチする拡散装置としては寿命を迎えて
いる」として、検索をかけ、関心を持ちそうな人
一人ひとりに直接メッセージを送るという工夫を
凝らした手法で、クラウドファンディングの支援
やニューヨークで開催した個展への集客につなげ
ています。
　このように、著者の優れたビジネスセンスがた
くさん詰まっているこの本の一読をお薦めしま
す。

【著者略歴】
　1999年、梶原雄太氏とお笑いコンビ「キングコ
ング」結成。絵本作家として4冊の絵本を執筆。
渋谷のごみ問題の娯楽化を提案するなどイベン
ターとしても活躍。一方、バラエティ番組の「ひ
な壇」に出演しないことを宣言するなど、数々の
率直な物言いから「炎上芸人」と呼ばれる（日経
ビジネスオンラインでの紹介文より）。
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